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1年生が６日、いきものふれあいの里で、菖蒲池

周辺の清掃ボランティアを行いました。 

市職員の方と一緒に草を集めたり、地域の方と

笑顔で言葉を交わしたりする姿がありました。 

これまでも地域の環境を守るボランティア活

動として、万燈山ハイキングの折に、ごみを集め

る活動を行っています。 

他にも年２回の資源回収や９月実施予定の東

明会主催クリーン運動への参加などがあります。 

これまではコロナ禍により、学校外の活動は自

粛気味でしたが、今年度は、東中生として社会貢

献しようと呼びかけ合っています。 

そして、２小学校の運動会の片づけにボランテ

ィアとして参加し、お手伝いをしたり、オーケス

トラ部が室場ふれあいセンターで演奏をさせて

いただいたりしました。  

ボランティア体験をする中で、地域の方と会話

したり、小学生の子が目を凝らして演奏風景を見

ていただいたりすることで、中学生の心が豊かに

なっていきます。 

ところで、ボランティアは学校からばかりでは

ありません。地域の方が来校してボランティアを

していただく相互交流が図られています。 

昇降口に定期的に花を活けてくださる方は、28 年前から継続的に取り組んで

いただいています。 

図書ボランティアの方も掲示物をはじめ、学校図書館に関わり様々な取り組

みをしていただいています。 

さらに、学校の敷地内の樹木選定や草刈りをしてくださる方がいます。先日も

時間ができたからと、草刈り機で草を刈っていただきました。全くのボランティ

アですが、職員だけではなかなか手が回らないため、本当に助かっています。 

 地域の方が指導者となって教えてもらう機会も増えています。教育課程とは

別で、自主的に行っていただいています。 

 例えば長年バンドを組んで活躍されたドラマーの方が、「ドラム演奏講習会」

として 3 回にわたり、希望者に指導していただきました。３回目にはあいみょ

んの曲を驚くほど見事に演奏できるまでになり、たいへん感動しました。 

 テニスやバスケットボールなども地区の方が自主的に指導していただいてい

ます。学校施設は規約に則って開放し、教室を開催していただいています。 

心豊かな東中生育成のためにこれからも相互交流を。 


